
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473600540

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 社会福祉法人　豊笑会

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和4年2月9日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

訪問調査日 令和3年12月17日

事業所名 弥生台グループホーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年12月17日

事　業　所　名

（〒245-0008）

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～ 10

11

12 ～ 16

17 ～ 23

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

　弥生台グループホーム

登録定員

通い定員

　横浜市泉区弥生台55-62

宿泊定員

定員　計

令和4年2月24日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和3年12月5日

令和　3　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成15年3月1日指 定 年 月 日

　社会福祉法人　豊笑会

1473600540
平成15年3月1日

令和4年2月9日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所の経営は、社会福祉法人豊笑会です。同法人は、居宅～通所～施設入
所～居宅への「サイクル介護」をコンセプトにして、横浜市内に居宅介護支援・訪
問介護・ディサービス・小規模多機能・グループホーム・特別養護老人ホーム等を
運営しています。グループホームは横浜市内で3事業所あり、ここ「弥生台グルー
プホーム」は、相鉄いずみ野線「弥生台駅」南口から徒歩7分程の住宅地にありま
すが、隣には、別法人の介護老人保健施設や、クリニックがあり、周囲には、蜜柑
類などの畑や自然の林もある閑静な住宅街になっています。
●法人の理念に基づき、事業所独自の理念「ご利用者が個人の生活習慣を大切にし
て、快適で安心安全な生活で穏やかに過ごされるように、職員が心豊かにほほ笑み
をもってお手伝いをします。」を開所当時に作成されました。事業所ではこの理念
に則り、利用者の皆さんが、安心、安全、安定した生活が送れることと「ご利用者
に喜んでもらうには」「ご利用者により良いケアをするには」という気持ちを常に
念頭に置きながら、支援を行っています。
●地域との交流については、自治会に加入しており、近隣の公園で開催される夏祭
り、防災訓練等の行事に利用者と一緒に参加したり、保育園と高齢者の交流行事
「いきいきあすなろ」にも毎月参加をしていましたが、現在はコロナ禍のため一部
は中断しています。また、ボランティアの方による紙芝居や、読み聞かせのＤＶＤ
を作成したり、絵手紙も書き届けて頂いています。さらに、看護学校生の実習受け
入れも行っています。

　ケアプランのアセスメントは、認知症の人のためのケアマネジメントセンター方式
を活用し、ユニットごとに全職員がケアカンファレンスに出席し、支援内容を検討し
ています。「ご利用者に喜んでもらうには」「ご利用者により良いケアをするには」
という気持ちを持ち、支援をさせていただいています。事業所の設備、環境を活かし
ながら、ご利用者は職員と共に出来ることは行い、生活していただいています。また
年間を通して、季節ごとの行事や催しを実施し、ご家族にも参加していただき、ご利
用者と共に楽しんでいただいています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　弥生台グループホーム

　清泉館、正泉館

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

自治会に加入させていただき、自治会の夏祭りや運
動会、防災訓練などの行事に参加。定期的に近隣の
保育園や隣接する老人保健施設と行事等で交流を
図っている。また地域のボランティアも積極的に受
け入れていたが、現在は、新型コロナウイルス感染
防止のため地域交流は中止としている。

自治会に加入し例年は、自治会による夏祭りや、運
動会、防災訓練などの行事と、ボランティアの協力
で保育園との交流行事も行っていましたが、現在
は、新型コロナウイルス感染防止のため中止してい
ます。コロナウイルス感染者減少の状況で、今後防
災訓練など徐々に再開の予定を組んでいます。

今後の継続

例年、地域住民の方々に認知症の方を理解していただけ
るように、民生委員の見学会や近隣の中学校の福祉体験
学習などを受け入れているが、新型コロナウイルス感染予
防のため受け入れを中止としている。今年度は看護学生
の実習は受け入れを行った。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念に基づき、ご利用者が安心、安全な生活を安定
した日々として穏やかに過ごされるよう、管理者と
職員がともに職員会議等で認識を深めながら、実践
している。

法人理念に基づき、事業所独自の理念「ご利用者が
個人の生活習慣を大切にして、快適で安心安全な生
活で穏やかに過ごされるように、職員が心豊かにほ
ほ笑みをもってお手伝いをします。」を開所当時に
作成しています。この理念に則り、事業所では利用
者の趣味や、生活習慣を継続し、穏やかな暮らしを
送れるよう支援しています。

今後の継続

3ヶ月ごとに運営推進会議を開催し、地域住民の方々
や、ご家族、行政職員、地域包括支援センター職員
に参加していただき、より良いサービスを行えるよ
う意見交換している。今年度もコロナ感染防止のた
め集合形式での会議は1回のみの実施となっている。

運営推進会議は、3ヶ月に1回、自治会長、民生委
員、地域包括支援センター職員、家族などの参加で
開催しています。事業所の活動報告等を行い、参加
者から意見、要望をいただき、サービスの向上に努
めています。今年度は、コロナ感染防止のため集合
形式での会議は1回のみで、他は書面での実施になっ
ています。

今後の継続

泉区高齢者支援担当の職員や地域包括支援センター
の職員と必要に応じ、連絡を取り合いながら協力関
係を築いている。

横浜市からは主にメールで、泉区からは郵便やメー
ルで情報をいただいています。泉区高齢者支援課
や、地域包括支援センターの担当者と必要に応じ
て、連絡を取り合っています。泉区主催の「コロナ
感染症対策」の研修に参加しています。法人本部の
職員が定期的に訪問し行政内容も含めて、情報提供
があります。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

身体拘束廃止委員会にて、高齢者虐待に繋がる様な
不適切な対応について協議し、職員会議にて周知し
ている。

身体拘束廃止委員会にて、虐待防止についても検討
しています。委員会では普段のケアの中で不適切な
対応や、グレーゾーンの対応などについて事例を挙
げて検討しています。職員会議では検討の結果を周
知しています。コロナ禍で、外部研修の機会が少な
いため、資料による研修を実施しています。

身体拘束廃止委員会を3ヶ月ごとに開催し、ケアの方
法が身体拘束に繋がるかを検討している。防犯や安
全上の理由により必要箇所の施錠はしているが、中
庭や裏庭には利用者の要望があれば、職員の付添い
で自由に出入りできるようにしている。

身体拘束廃止委員会を3ヶ月ごとに開催しています。
管理者、ユニットリーダー、各ユニット2名の職員
で、全利用者のケアの方法が身体拘束に繋がるか検
討しています。年に1回は職員会議で、身体拘束につ
いての研修を行っています。不適切な言動が見受け
られた場合には、ユニットリーダーが主に注意をし
ています。

今後の継続

職員は権利擁護に関する研修会に参加している。ご
家族からの相談にはその都度対応し、関係機関に繋
げていくよう働きかけている。成年後見人制度を利
用しているご利用者もいる。

契約書、重要事項説明書に基づき細かい説明を心が
けている。また改定時にも理解して頂けるように説
明し、書面等で同意を得ている。

今後の継続

ご利用者やご家族が、不満や不安なことを気軽に管
理者や職員に話しかけられる機会を作るようにして
いる。意見や要望があった場合はその都度、職員間
で検討するようにしている。

家族の面会時には、意見や要望を聴き家族用連絡帳
に記入して職員で共有しています。利用者の意見や
要望は、居室担当者が3ヶ月に1回は聴取して記録に
残し、職員会議等で全員で検討し介護計画に反映し
ています。コロナ禍のため通常の面会は断っていま
すが、やむを得ない場合は、感染予防に十分に注意
して、玄関フロアーでアクリル板越しに短時間の面
会が出来るようにしています。

今後の継続
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

横浜高齢者グループホーム連絡会に加入し、研修会
の参加やグループホーム間での介護現場交流研修に
参加し、サービスの向上を目指していたが、コロナ
禍により、外部研修の参加や交流は困難となってい
る。

法人本部職員が定期的に事業所を訪問し、職員個々
の就業状況の把握に努めており、職場環境の改善、
整備をしている。

法人本部の事務長の毎月の巡回があり、給与や保険
などの件で、本部長は週に1回程の巡回訪問があり、
コロナ感染症対策や、職員の勤務上の問題点等につ
いて意見交換を行っています。今年度よりベトナム
からの外国人技能実習生の受け入れを開始し、職員
の高齢化に対応しています。

今後の継続

法人内事業所の新任職員を対象にオリエンテーショ
ン、新人研修を行っている。また職員のレベルに応
じた内容の外部研修に参加し、研修後、職員会議に
て研修報告をし、知識を共用できるようにしてい
る。

新任職員対象の入社時に行うオリエンテーション、
新人研修や、職員のレベルに応じた内容の外部研修
を実施していますが、今年度はコロナ禍のため中止
になっています。このため事業所内で、以前の資料
を基に教育を実施しています。コロナ感染症対策に
ついての研修や、個人防護具の着脱やゾーニングに
ついての実技研修も実施しています。

今後の継続

代表者は各事業所の管理者を招集した会議や法人内
グループホーム連絡会を開催し、意見や提案を聞い
ていたが、コロナ禍のため中止となっている。管理
者は毎月のユニットごとの職員会議や職員との個人
面談で職員の意見を聞く機会を設けている。

管理者は毎月のユニット会議で、職員の意見や提案
を聞いています。本部から担当職員の定期的な訪問
があり、職員の話を聴いたり情報交換を行っていま
す。管理者との個人面談は、年1回行われ目標設定に
よる自己評価や、意見、要望事項などについて話し
合いをしています。

今後の継続

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

初回の見学時や自宅訪問時にご本人の話を良く聞
き、実際の活動中の様子を見学していただいたり、
見学が難しいご利用者にはパンフレット等で事業所
の説明をしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

電話相談、見学、自宅訪問等、段階を踏んで話を聞
く機会を設けている。必要に応じて、担当ケアマ
ネージャーやサービス提供事業者からも話を聞いた
り、情報収集を行っている。

グループホームで支援が出来る事、出来ない事を説
明し、本人と家族にとって一番良いと思われる支援
を共に考え、アドバイスするように心がけている。
入所が本人、家族にとって良い影響が考えられない
場合は、他サービスの利用を提案している。

親族関係者だけでなく、知人や友人の方にもできる
だけ面会をしていただけるようにお願いしている。
定期的に友人の面会がある利用者もいたが、コロナ
感染予防により、面会制限があるため、電話や手紙
のやりとりが出来るように支援している。

家族の面会が多くあり一緒に散歩や、食事、買い物
等に出かけていましたが、コロナ感染予防のため面
会は制限しています。どうしてもの場合は、感染予
防に注意して、玄関フロアーでアクリル板越しに短
時間出来るようにしています。コロナ禍で家族の面
会が無くなり帰宅願望が強くなった利用者に対し、
自宅に電話を掛けるなど、安心して貰えるよう支援
しています。

今後の継続

利用者個々の能力や興味、関心がある事を把握し、
職員と一緒に家事や作業ができる機会を設けてい
る。ご利用者から教えていただける場面もあり、日
常生活を共に過ごすことで、お互い支え合いの関係
を築いている。

定期的な面会をお願いし、ご本人との関係を持って
いただいている。行事等の参加や通院の同行、外
出、外泊で協力して頂いている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

ご利用者同士の人間関係を把握し、トラブルが起き
ないように食堂の席や作業グループを決めたりして
いる。他利用者との関わりが難しい場合は、適時、
職員が個別に対応している。

職員はご利用者との信頼関係が築けるように、日々
の会話や支援を通して、ご利用者一人ひとりの希望
や意向の把握に努めている。ご本人の意思確認が困
難な場合は、家族の意見を参考にし、検討してい
る。

職員は、日々の会話や支援を通して、利用者の希望
や意向の把握に努めています。意思確認が困難な場
合は、入居時のアセスメントシートや、家族の意見
を参考にしながら思いや意向の把握に努めていま
す。居室担当者は3ヶ月に1回は「私の姿と気持ち
シート」を利用して、利用者から直接話を聴き把握
しています。

今後の継続

入居される際、今までの暮らし方や生活環境が変
わって戸惑いのないように、家族や関係機関から情
報を収集し、アセスメントシートに記載している。

退所後、ご本人やご家族の要望があれば、ご相談等
に応じ、これまでに築き上げた関係を大切にしてい
る。法人内の他サービスで支援ができるような場合
は、他事業所と連携を図っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

1日の生活の中で職員が気付いた事は各帳票類に記録
し、職員間で情報を共有できるようにしている。ま
た毎日の申し送りや毎月の職員会議の中で、ご利用
者一人ひとりの状態を把握できるように話し合って
いる。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ご利用者ごとにに毎日の生活の様子、状況を観察し
記録している。状況に合わせた対応は、毎日の申し
送りの中で検討し、支援方法が変更になった場合
は、全職員に周知できるように申し送りノートを活
用している。

ご本人やご家族の状況に応じて、法人内の事業所間
で検討が必要な事があれば、総合的に支援できる体
制を整えている。

入居前に趣味で行っていたことや生活習慣をご本
人、ご家族から聞き取り、介護計画に反映してい
る。計画の見直しが必要な場合は、毎月の職員会議
で検討し、全職員が介護計画作成に関わっている。

入居時のアセスメントを基に暫定の介護計画書を作
成しています。1ヶ月間は様子を見て課題が無ければ
3ヶ月後に見直しを行っています。介護計画の更新時
は、家族や利用者の意見、要望の事前把握や、実施
中の援助内容のモニタリング結果等を職員会議にて
検討しています。家族への説明や承認は、現在電話
と郵送で行っています。

今後の継続

地域の自治会の会長、民生委員、ボランティアの
方々、実習生、保育園児等の来訪や交流で、安全で
豊かな生活が送れるようにサポートしていただいて
いたが、コロナの影響で、外部との接触がある地域
資源の活用は困難である。

ご家族、ご本人の希望により、入居前からのかかり
つけ医に受診している利用者もいるが、長時間の通
院に負担があったり、ご家族での受診対応が難しい
場合は、協力病院による定期的な往診を受けてい
る。往診医は隣接している老人保健施設の診療所の
ため、連携が取りやすい。

入居時に協力医療機関の説明をして家族や本人の希
望を確認しています。現在は全員の方が協力医療機
関による月2回の訪問診療を受けています。他科の受
診をする場合は、協力医療機関の紹介状にて、家族
の協力で受診しています。歯科は、月に1回の往診で
治療や口腔ケアを行っています。契約の看護師が週1
回来て、健康チェックや、必要な処置と職員の医療
相談に対応しています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

隣接する協力施設の訪問看護ステーションより、定
期的に看護師が訪問し、利用者の健康状態を診てい
ただいている。協力病院の看護師が訪問し、処置を
していただいたり相談するなど、利用者の状況によ
り個々に支援をしている。

入院時は病院関係者に、病状の経過や介護状況を伝
えている。入院中の様子や退院に向けた情報交換
は、病院の看護師や医療相談員と連携を図ってい
る。

事業所での防災訓練以外に消防署主催の防災講習会
や自治会での防災訓練にも参加し、万一の場合に備
えている。

防災訓練は年2回行っています。1回は消防署の立ち
合いで、夜間想定の避難訓練を実施し、1回は自治会
の防災訓練に合わせた地震避難訓練で、近隣の公園
まで避難誘導していましたが、今年はコロナ禍のた
め時期をずらしたり、見学等で対応しています。消
防署主催の講習会も今年は中止になっています。

今後の継続

入居時に、ご家族と可能であればご本人も交え、重
度化した場合や終末期のあり方を事業所で出来るこ
とを説明したうえで、方針の共有をしている。重度
化し対応が困難な場合は、法人内外の関係機関で支
援が可能であるか、随時検討できる体制を整えてい
る。

入居時に「重度化対応・終末期ケア対応指針」の書
面にて、事業所で出来る事、出来ない事を含めて説
明をしています。終末期の対応が予想される段階
で、家族、主治医、看護師、管理者との話し合いが
行われ今後の方針を共有しています。現在老衰期の
利用者の支援を実施していますが、今後の状況に
よっては、看取り介護を行う予定でいます。

今後の継続

利用者の急変や事故発生時の救急対応、連絡方法等
のマニュアルを作って、全職員に周知し、確認を
取っている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

食事・入浴・レクリエーションの時間は決まってい
るが、ご本人の状態に合わせて参加していただいた
り、他の方法を考え、無理に働きかけていない。日
程や時間を変更し、ご本人のペースで1日を過ごして
いただけるように支援している。

着衣はご本人に用意していただいたり、選びやすい
ように収納している。訪問理美容を利用したり、行
きつけのお店があればご家族に対応していただいて
いる。

ご本人の誇りやプライバシーを損ねることが無いよ
うに、会議等で職員間の対応を確認し合っている。
不適切な言動があった場合は管理者、ユニットリー
ダーが個別に指導している。

入職時には接遇・マナー研修を行い、その後は定期
的に、職員会議で言葉遣いや、不適切な対応などの
事例研修を実施しています。日々の言動が不適切な
場合は、その都度管理者、ユニットリーダーが個別
に指導しています。排泄、入浴介助時はプライバ
シーや人格の尊重を考え嫌がることは無理強いせず
に、同姓介助も行う等で支援しています。

今後の継続

ご本人が常々思っていることや希望を言い出しやす
いような雰囲気作りや、自分で物事を決定できるよ
う支援している。

一人ひとりの好物や苦手な食べ物を把握し、臨機応
変に対応している。調理や配膳・下膳、片付けは
個々の能力に応じて、役割分担を決め、職員と共に
行っている。

メニュー付きの食材を、業者より購入して職員が調
理しています。月に2～3回は「お楽しみメニュー」
として別のメニュー表より選んだり、時には「特別
メニュー」を選ぶ事もあります。利用者は簡単な下
拵えや配膳、下膳、盛り合わせ、食器の洗い拭きな
ど手伝っています。誕生日会にはケーキを作ったり
出前でお弁当を頼みお祝いしています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎食後、全利用者に口腔ケアを行っている。必要に
応じて職員が介助している。就寝前には入れ歯洗浄
剤を使用し、清潔を維持している。必要がある利用
者は訪問歯科を依頼し、口腔ケアの指導をしていた
だいている。

排泄チェック表を活用し、ご本人の排泄パターンを
把握して、日中は尿意・便意がはっきりしないご利
用者もトイレ誘導し、便座に座っていただき排泄を
促したり、できる限りおむつを使用しないで済むよ
うに個別にトイレ誘導の回数を考え、支援してい
る。

現在オムツを使用する方は少なく、殆どの方はリハ
ビリパンツや布パンツで過ごしています。排泄
チェック表の活用で、一人ひとりの排泄のリズムを
把握して、昼夜のトイレ誘導で自然排泄を心掛けて
います。排泄で汚れた場合は、清拭や陰部洗浄、
シャワー浴等で清潔を保持しています。

今後の継続

食事、水分摂取量は毎回記録をしている。献立は配
食会社の栄養士により栄養価、カロリー計算されて
いる。高齢者向けの献立となっており、栄養バラン
スは十分に考えられている。また一人ひとりの嗜好
や状態に合わせ、職員が工夫して調理をしている。

一人ひとりに合った便秘予防に効くと言われる食材
を用意し、運動の参加を呼び掛け便秘予防に努めて
いる。自然排便が難しい場合は、主治医に相談し、
本人の負担にならないように便秘薬の回数や量を調
整している。

入浴の時間帯は基本的に決まっているが、ご本人の
状態や希望により入浴日や時間を変更している場合
もある。必要に応じ、入浴日以外に部分浴や清拭を
している。入浴の拒否がみられるご利用者の対応
は、タイミングや声かけ等を工夫し、支援してい
る。

入浴は週2回を基本とし、時間や入浴日は本人の状態
や希望に応じて柔軟に対応しています。入浴日以外
でも足浴や、汚れを落とすためのシャワー浴は毎日
対応しています。入浴時の水分補給や、乾燥肌への
軟膏処置など実施しています。また、入浴を楽しめ
るよう入浴剤の使用や、ゆず湯、菖蒲湯なども行っ
ています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

一人ひとりの睡眠チェック表を記録し、睡眠状況の
把握をしている。昼間の時間と夜間の時間とで、生
活の過ごし方にメリハリをつけ、休息と睡眠の時間
を取れるようにしている。

一人ひとり処方された薬の用法、用量、副作用など
の載った薬剤情報提供書を、個人ファイルにして職
員が目に届く場所に保管している。処方内容が変
わった場合は、服薬後の状態を観察している。また
往診時には薬剤師も立ち合い、薬の相談ができる体
制をとっている。

買い物の時や、外出行事の時には、一人ひとりお金
を持っていただき、好みの品物が買えるように支援
している。ある程度、自己管理が出来る方には、お
小遣い程度を自己管理しているご利用者もいる。

一人ひとりの趣向や能力に合わせて、掃除や調理な
どの家事全般を役割分担し、お手伝いしていただい
たり、個別に書道や園芸などの趣味が実施できるよ
うに支援している。

近隣の公園に散歩に出かけたり、長距離の移動が困
難な方には、中庭や裏庭に安全を確認しながら出入
りできるように支援している。個別の外出は家族に
協力していただき、買い物や外食に行かれている
が、コロナ禍のため外出の機会は減っている。

近隣の公園に週3回は散歩に出かけたり、家族の協力
で散歩や、買い物、食事に行っていましたが、コロ
ナ禍のため外出の機会が減っています。最近になり
徐々に散歩も増えています。コロナ禍では、中庭や
裏庭に出て日光浴や、盆栽や花壇の手入れ、畑の野
菜の世話を職員と一緒に行うなどして、外気に触れ
る機会を設けるようにしています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

携帯電話を自己管理しているご利用者もいるが、本
人の希望があれば、電話をかけたり、手紙を出すこ
とができるように支援している。

居室はご本人が、在宅時に使用していた馴染みの家
具や寝具を持ち込んでいただいたり、家族の写真な
どご本人の愛着のある物を置いたり、安心して生活
できるように工夫している。

居室には、大きな洗面台、エアコン、押し入れ、換
気扇、オゾン脱臭機、照明などが完備されていま
す。利用者が以前から使っていた、テレビ、カラオ
ケ、机、鏡台、仏壇等と家族写真など、お好きな位
置に配置しています。居室の窓も大きく、裏庭に咲
く大きな桜や、紅白の梅の花と、遠くには街並み
や、富士山の素晴らしい景色も観ることができま
す。

今後の継続

廊下、浴室、トイレ等に手摺を設け、一人ひとりが
安全で自立した日常生活が送れるように工夫してい
る。

外庭、中庭を眺めることができ、施設は開放的なつ
くりとなっている。玄関、廊下、リビング、食堂、
トイレ、浴室、台所等の共用部分は十分な広さがあ
り、ゆったりと過ごしていただいている。雑音、
光、温度、設営物等に配慮し、季節感を採り入れな
がら居心地の良い生活が過ごせるようにしている。

リビングや廊下は十分な広さが確保され、窓も多く
採光を取り入れやすい造りになっています。中庭に
植えられている草花や果樹などにより季節を感じる
こともできます。リビングや廊下には、利用者と一
緒に作った季節や行事の作品、趣味の習字、塗り
絵、ちぎり絵等と行事の際の写真も掲示されていま
す。掃除は職員と一緒に出来る方は、掃除機がけ
や、拭き掃除を手伝っていただき、残存能力の維持
につなげています。

今後の継続

広い空間の中にも人目から隠れる場所を作り、一人
になれる場所を設けたり、ソファーで気の合った利
用者同士で座れたりと工夫をしている。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 49

新型コロナウイルスの影
響により、日常的な外出
の機会が減少している。

ご利用者個々の要望を実
現できるように、外出の
支援を行う。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

施設での生活にストレス
を溜めないように、家族
にも協力していただき、
買い物、外食、自宅への
外出の支援を行う。

目　　標

弥生台グループホーム

令和3年12月17日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 　弥生台グループホーム

 ユニット名 正泉館

　Ⅴ　アウトカム項目
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議には地域住民の方、ご家族、行政
職員、地域包括支援センター職員に参加してい
ただき、個々の視点からの意見をいただき、
サービスの向上へと繋げている。現在はコロナ
の感染予防をし、少人数での開催をしている。

泉区高齢者支援課の方々、地域福祉職員と連絡
を取り合いながら協力関係を築きサービスの向
上に繋げてる。

地域の行事（盆踊り、運動会、防災訓練等）に
参加させて頂いたり、各方面でのボランティア
の方々の定期的な来訪があるが、今期は全面的
に活動を中止している。今後はコロナ感染の予
防対策をしながら、開催する行事に参加できる
ように検討している。

地域の行事に参加したり、施設見学を常時でき
る体制にし、支援内容やスタッフとの関わり等
を通し、認知症の理解を深めてもらっているが
現在はコロナ禍の為、参加や見学の受け入れは
中止している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

職員は理念に基づいた安心、安定、安全な日常
生活を送れる事を前提に、利用者一人ひとりに
合った生活が送れるように支援に努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

面会時にご家族の意見や要望を聞き入れる機会
を設けている。意見や要望は職員で共有、検討
し可能な限り反映するように努めている。

職員は学ぶ機会を持ち、理解を深められるよう
努力している。

契約書、重要事項説明書に基づき細かい説明を
心がけている。また改定時にも理解して頂ける
ように丁寧に説明、同意を得ている。

３か月ごとに身体拘束委員会を設け、担当者は
両館での問題点を話し合い共有している。各職
員会議で事例などを参考に話し合い、拘束に繋
がる事がないように努めている。庭への出入り
は、希望した際に気兼ねなく行けるように配慮
し見守りで対応している。

定期的に虐待防止について話し合いを設けてい
る。職員は入居者に対しての言葉遣いに気を付
けた対応に努める。入浴時には身体観察で身体
に異常がないか確認するなどの取り組みをして
いる。
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

横浜市グループホーム連絡会に加入し、グルー
プホーム間での勉強会や現場研修に参加し、
サービスの向上を目指している。現在はコロナ
により研修等は実施してない。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

本人と会話する機会を多く持ち、その方の思い
を理解し、より良い関係性を築いていけるよう
に努めている。

法人本部職員が定期的に事業所を訪問し、職員
個々の就業状況の把握に努めており、職場環境
の改善、整備をしている。

法人内事業所の新任職員を対象にオリエンテー
ション、新人研修を行っている。資格取得支援
制度を設けたり、必要な外部研修に参加できる
ようにしている。

代表者は各事業所の管理者を招集した会議や法
人内グループホーム連絡会を開催し、意見や提
案を聞いている。また管理者は毎月のユニット
ごとの職員会議の中で職員の意見を聞く機会を
設けている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

親戚の方、知人の方など昔からの付き合いが途
切れないように、面会に来やすいよう、アット
ホームな環境作りや電話が気兼ねなく出来るよ
うな空間作りに努めている。現在はコロナ感染
の予防対策をし玄関ホールのみ短時間の面会で
対応している。

利用者ひとり一人の出来る能力を生かし、家事
やその他の作業を職員と一緒に行いながら、お
互いを支え、感謝し合える関係になれるよう努
力している。

家族とも信頼関係を築きながら、共に、本人を
支えられるよう役割分担をして（受診等）努力
している。

面会時に話しを聞き、家族が不安に思う事、ど
の様な支援を望んでいるのか理解し、一緒に考
えていきながら信頼関係を築いている。

認知機能、身体機能の状態を把握し、本人に
とって必要な支援を他方面から考えていく。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

ご本人の暮らし方、生活習慣を把握し、ホーム
生活でも継続できるように努めている。

朝のバイタルチェック、睡眠状態、顔色等、身
体観察を行い、また何気ない会話をするうえ
で、一人ひとりの心身状態の把握に努めてい
る。

退所後も家族からの要望があれば、いつでも相
談等に応じている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

本人の立場に立ち、自由に暮らしていただける
ように努めている。日常の会話や表情に気を付
け、ご家族の意見も聞き逃さぬようしている。

利用者同士の関係性を把握し、職員が関わりな
がら利用者同士が良い関係性を築けるように支
援している。また、トラブルに発展し易い利用
者同士には距離を置いて頂く事で関係性の悪化
を防いでいる。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

入居前からのかかりつけ医をご家族と定期受診
される以外で、緊急時はご家族と連携をとり、
速やかに適切な処置を受けられるよう近隣病院
からの往診を定期的に受けている。

本人の様子を日々観察し、その状態に合った
サービス内容をその都度変更し、柔軟な支援
サービスに取り組んでいる。

地域で行うイベントやボランティア、保育園、
近隣施設との交流で楽しみを持った生活を支援
しているが、現在はコロナ禍の為、多方面との
交流は自粛している。

毎月１回、職員会議を開き、ケアカンファレン
スを行っている。利用者一人ひとりの現状を把
握し、意見交換を行い、より良い支援を考え、
介護計画の見直しを定期的に作成している。急
変時には随時、介護計画の見直しを行ってい
る。

日常の過ごし方、心身状態を記録している。変
化や異変時には迅速に対応できるよう口頭での
申し送りも重要としている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

急変時や事故発生時の状況に合った、迅速な対
応が出来るように、対応方法や連絡方法を定期
的に確認し合っている。応急手当や心臓マッ
サージは防災訓練で練習している。延命治療を
望まない方は終末期に医師、家族、職員で十分
に話し合い、対応している。

定期的な訓練を行い消防署立ち会いのもと指導
を受けている。また地域との協力体制も築いて
いる。

入院中は定期的に面会を行い、病院と家族との
連携を行っている。退院に向けての説明には家
族とともに立ち会い今後のケアに活かしてい
く。

入居時に、ご家族と可能であればご本人も交
え、重度化した場合や終末期のあり方を事業所
で出来ることを説明したうえで、方針の共有を
している。重度化し対応が困難な場合は、法人
内外の関係機関で支援が可能であるか、随時検
討できる体制を整えている。

訪問看護を週1回お願いし、常に健康管理に注
意し、相談、連携をとり、急変があれば速やか
にかかりつけ医師に相談、受診できる体制を整
えている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

ご本人の能力に合ったお手伝いを職員と共に
行っている。
食事への関心、意欲がでるように、盛り付け、
味付けに気を付けて支援させていただいてい
る。

ゆっくりと、ゆったりとした空間の中でご本人
のペースで生活していただけるよう、状態観察
を行いながら支援している。

介助が必要な方の整容、身だしなみは職員がお
手伝いさせていただき、自立されている方はご
本人に任しているが必要以上の重ね着をされた
り、季節外れの服を着ている時は声掛けし服の
調整を促している。また、定期的に訪問美容、
理容を利用して頂けるようにしている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

プライドを傷付けぬよう、常に言葉掛けには注
意し、行動している。特に、排泄、入浴介助に
は細心の注意を払いお手伝いをさせていただい
ている。

日常会話を大切に傾聴対応に心掛け、本人の思
いを汲取る努力をしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

散歩やレクリェーションを通して身体を動か
し、水分を十分に摂っていただくように働きか
けるなど、便秘予防に努めている。

入浴日は決められているが、出来るだけ本人の
希望に添った支援を心掛け、入居者同士の関係
性を考え入浴の順番に配慮している。

毎食後、その人に合った口腔ケアのお手伝いを
し、状態の把握をしている。義歯のある方は、
毎日洗浄し清潔に努めている。必要な方は訪問
歯科を依頼して治療、指導をして頂いている。

排泄チェックを行い、個々の排泄パターンの把
握に努めている。排泄支援が必要な方は定期的
に誘導を行い、出来る限りトイレでの排泄を促
し、失敗の軽減を図っている。

一人ひとりの日常生活に応じた、十分な食事摂
取を支援し、食事、水分量のチェックを行って
いる。また、個々にあった食事形態で提供して
いる。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

不定期的だが買い物をする場を設け、お好きな
物を買ったりと、希望があれば、近隣のお店に
同行したりと支援を行っている。現在は自粛し
ている。

レクリエーションを通じて、一人ひとりの楽し
み事を把握しており、スタッフの声掛けで日常
的に活気ある生活の支援に努めている。また得
意な事をお願いして張りのある生活を送って頂
くようにしている。

本人の希望があれば、可能な限り戸外に出掛け
られるように家族と協力しながら支援してい
る。現在は人が多数いるような所への外出は自
粛している。個々に散歩や外気浴の支援を多く
取り入れている。

状況に応じて、一人ひとりの状態を観察し、そ
の時に合った支援をしている。必要に応じて昼
寝を促したり、夜眠れなければフロアーでス
タッフとおしゃべりをしたりして落ち着いて過
ごして頂く事もある。

誤薬が無いように違う職員によるチェックを３
回行い、服薬管理に努めている。薬の目的を理
解し、症状の変化があれば往診の医師に相談し
ている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ご本人や家族の希望を最大限に取り入れ、本人
が過ごしやすく、安心できる居室になってい
る。

館内が広く自然に歩く頻度が多く、脚力の低下
が防げている。手摺りを活用する事で安全で自
立した歩行が送れる。

共用の空間はテレビ鑑賞が自由にできるように
している。また利用者が穏やかに過ごせるよう
に配慮している。館内は利用者の作品を展示し
見て楽しめる環境作りをしている。

共有空間には、ゆったりと座れるソファーでく
つろいでいただいている。またダイニングも
広々している為、気の合う利用者同士お茶を飲
みながら談笑できる環境作りをしている。

本人の能力に合った支援方法を検討し、可能な
限りの支援をしている。本人の希望があれば、
電話のやり取りができるよう支援している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 49

新型コロナウイルスの影
響により、日常的な外出
の機会が減少している。

ご利用者個々の要望を実
現できるように、外出の
支援を行う。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

弥生台グループホーム

令和3年12月17日

施設での生活にストレス
を溜めないように、家族
にも協力していただき、
買い物、外食、自宅への
外出の支援を行う。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 　弥生台グループホーム

 ユニット名 　清泉館

　Ⅴ　アウトカム項目
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

地域、行政、地域包括、ご家族の方に参加して
頂き、認知症の方がどのような日常を過ごして
いるか、現状を報告している。また地域情報を
得られる事で地域で行う行事に参加する場が広
がっているが、コロナの関係により運営推進会
議の開催は書面開催となっていたが、先月より
会議を再開した。
泉区高齢者支援課の方や地域福祉職員の方と連
絡を取り合い協力関係を築いている。

自治会の行事には利用者、職員共参加させて頂
き地域の方と交流を図っているが、現在はコロ
ナの関係により活動の自粛をしている。

利用者が地域の行事に参加する事で、地域の
方々に、認知症の方の理解をして頂ける機会を
作っている。また、地域の方が気兼ねなくホー
ムの見学を出来るような体制を取っているが、
現在はコロナの関係により参加、見学の受け入
れは、自粛している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

理念である安心、安全、安定した生活を基本
に、ご利用者一人ひとりに合った生活支援及び
ADLの向上や維持していく為の活動支援をし、
いつまでもその方らしい生活が送れるようにし
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

ご家族が面会された時に話す機会を設け、意見
や要望等があれば聞き入れ、可能な限り運営に
反映できるよう努めている。

職員は権利擁護関連の講習を受け、学ぶ機会を
設けている。また、それらに関して職員間で話
し合っている。

契約書、重要事項説明書に基づき細かい説明を
心がけている。また改定時にも理解して頂ける
ように丁寧に説明している。

身体拘束関連の研修会に参加している。また身
体拘束廃止委員会を設け、職員会議で身体拘束
について話し合い、職員一同が身体拘束のない
ケアを心掛けている。

日常のケアに虐待に繋がるようなケアをする事
がないように、職員同士が助言し合えるように
心がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

区、市のグループホーム連絡会を通し、グルー
プホーム間での勉強会や現場研修に参加し、
サービスの向上に繋げている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご本人の話を傾聴する機会を設け、ご本人の気
持ちを理解し、より良い関係性を築いていける
ように努めている。

法人本部職員が定期的に事業所を訪問し、職員
個々の就業状況の把握に努めており、職場環境
の改善、整備をしている。

法人内の新人職員対象に研修を行っている。ま
た、資格取得制度を設け必要な外部研修に参加
できるようにしている。

代表者は各事業所の管理者を招集した会議や法
人内グループホーム連絡会を開催し、意見や提
案を聞いている。また管理者は毎月のユニット
ごとの職員会議の中で職員の意見を聞く機会を
設けている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

親戚の方やご友人が気兼ねなく、継続的に面会
に来ていただけるような環境作りに努めてい
る。現在、コロナの関係により面会は玄関エン
トランスにて、短時間の面会制限にしている。

日常生活を共に過ごす中で、家事を中心に個々
の身体能力に合った手伝いをお願いし、一緒に
行う事で互いが支え合える関係性を築いてい
る。

ご利用者のADLが向上していくようご家族と共
にケアを考え、ADLが低下していくご利用者に
対し安全な生活ができるように共に考えてい
る。

ご家族の意向や不安に思う事を理解し、ご家族
が安心してご利用者の生活を任せていただける
ような、関係性作りに努めている。

ご本人と家族の現状を把握し、どのようなサー
ビスが現在必要なのか一緒に考えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

入居に至るまでのご本人の生活暦、既往暦など
の情報をご家族に伺い、どのような生活を送ら
れてきたのか把握に努め、その方の生活ペース
を守れるようにしている。

バイタルチェックを始めご利用者の心身の観察
を行い、申し送りを通して職員全員が利用者の
心身状態を把握している。

契約が終了しても、これまで築いてきた関係性
を大切にし、相談を求められた時は応じられる
ように努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ご利用者の行動や表情、話される言葉から、そ
の方の思いや希望をくみ取れるように努めてい
る。

ご利用者同士の人間関係を把握し、ご利用者同
士が穏やかに過ごせるよう、職員は見守りを行
い、関わり合いが上手く出来るよう支援に努め
ている。
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外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ご本人、ご家族が希望する、かかりつけ医の受
診はご家族に任している。その他、病気などの
時はご家族と連携をとり、近隣の医療機関へ受
診できるようにしている。また、月２回の往診
を受けている。

ご利用者の状態やご家族の状況を把握し、その
時々に必要とするサービスが受けられるような
体制にしている。

音楽療法、読み聞かせ等のボランティア方の協
力と、日常生活に変化と楽しみを持って過ごせ
る支援をしているが、現在コロナの関係によ
り、交流会は自粛している。

ご本人、ご家族の意向を聞き、また日常生活の
様子を見ながら、各職員が交代でアセスメント
シートを作成し、月一回の職員会議で意見交換
を行い、ケアプランを作成している。

個人記録には一日の生活内容を観察し、利用者
の心身の状態や行動（食事、排泄、睡眠）など
チェック表に記録行い、職員間で情報を共有し
ながら、利用者の変化に応じた対応が出来るよ
うに支援している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

事故発生時の対応、急変時の対応が適切に行え
るように定期的に話し合っている。また緊急対
応の講習会などで学ぶ機会を持ち、実践力を身
に付けている。

地域住民の協力と消防署の職員を呼んで、定期
的に避難訓練を行っている。また、火災訓練な
どの講習会を受け、実践力を付けている。

病院の医療相談員との定期的な連絡や病院での
面会の際に、医師や看護師等から本人の状態を
確認し、家族と共に退院に向けた話し合いの場
に立ち会っている。

入居時に、ご家族と可能であればご本人も交
え、重度化した場合や終末期のあり方を事業所
で出来ることを説明したうえで、方針の共有を
している。重度化し対応が困難な場合は、法人
内外の関係機関で支援が可能であるか、随時検
討できる体制を整えている。

毎週１回、訪問看護を受けている。利用者の身
体状態の変化,処置方法など相談しアドバイス
をもらっている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

一人ひとりの食の好みを把握し、食事量や食事
形態、盛り合わせを工夫している。また、食事
の準備、片付けは役割を分担し職員と共に行っ
ている。

一人ひとりの生活ペースを大切にし、その人ら
しい日常生活が送れるように支援している。

ご希望されるご利用者には定期的に訪問美容を
利用していただけるようにしている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

言葉づかいに気を付け、プライバシーを損ねる
ような対応が無いように努めている。支援中の
言動に問題がある場合はその都度注意を促して
いる。

ご利用者の思いや希望が聞けるように、個別対
応の機会を設けている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

利用者全員が毎朝、牛乳を飲んでいる。またラ
ジオ体操を習慣で行い、外気浴などを設け、適
度に身体を動かし便秘予防をしている。また、
便秘傾向な方は主治医と相談の上処方薬にて排
便の調整をしている。

入浴順番に不満がないように、毎回入浴順番を
変えている。また、一緒に入るご利用者同士の
関係性にも配慮しながら、個々に応じた入浴方
法で支援している。

毎食後に口腔ケアの促しを行い、一人ひとりの
能力に応じた口腔ケアの支援をしている。ま
た、義歯使用の方は毎日義歯洗浄を行い、治療
の必要な方は、訪問歯科にて口腔環境を整えて
いる。

ご利用者の排泄リズムを把握し、定期的なトイ
レ誘導や声かけを個々に行い、排泄失敗を軽減
できるよう支援に努めている。

食事摂取量を毎食時チェック、記録し、個々の
摂取量を把握している。水分量に関しては個々
の状況に応じ随時水分の促しをしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

買い物やレジャーなど外出する時は、各自でお
金を持っていただき、自由に買い物を楽しんで
いただけるように支援している。

ご利用者一人ひとりの能力を把握し、日常生活
の中で、その方のできる事をお手伝いとしてお
願いし一緒に家事をしたり、毎日レクリエー
ションの時間を設け、興味あるものに参加して
いただいている。

本人の希望があれば、可能な限り戸外に出掛け
られるよう家族と協力しながら支援している。

一人ひとりの睡眠時間を記録し、睡眠パターン
を把握している。日中は個々の活動に応じて、
休息を取って頂きながら睡眠の支援をしてい
る。

個々の薬の内容を把握、確認できるように個人
ファイルに記載してある。また、服薬の変更が
ある場合はその都度、個人記録、申し送りノー
ト、口頭での申し送りを徹底し全職員が把握し
ている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

各自、居室は以前から使っている物を使用する
などして、ご本人が一人で過ごす際に落ち着け
る空間になるように、ご本人と家族に任せてい
る。

各居室には表札を飾り、自分の部屋が分かるよ
うになっている。また館内に設置してある手摺
は安全な自立歩行が継続できるようしてある。

季節感が分かるようにご利用者が作った作品を
飾っている。また行事ごとに写真を貼り楽しい
思い出になるようしている。職員はご利用者が
不快に思う事が無いように、ドアの開け閉めの
音や大きな声を出さないように気を付けてい
る。

ご利用者の関係性を把握し、食卓の席を決めて
いる。又リビングでも気の合ったご利用者同士
が過ごせるように、常に配慮を心がけている。

ご利用者が電話を希望される時は、ご家族や知
人とゆっくりとお話できるような空間を提供し
たり、自由に手紙がやり取りできるように積極
的に支援している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 49

新型コロナウイルスの影
響により、日常的な外出
の機会が減少している。

ご利用者個々の要望を実
現できるように、外出の
支援を行う。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

弥生台グループホーム

令和3年12月17日

施設での生活にストレス
を溜めないように、家族
にも協力していただき、
買い物、外食、自宅への
外出の支援を行う。
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